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ム序

鹿角大規模農道は、鹿角市乳牛から鹿角郡小坂町万谷に至る総延長時， 136

m に及ぶ農道であります。

この農道予定路線地域には数多くの遺跡が所在するため、昭和49年以来事

前発掘調査を実施してきましたが、本年度は農道関係最終年の調査として、

鹿角市花輪平元字烏野所在の「鳥里子遺跡」及び隣接地 ii，原田平遺跡、」の発掘

調査を実施し、記録保存の上、今後の研究に資することとしました。

調査及び本報告書の刊行にあたり、協力をいただいた調査員の方々、鹿角

市教育委員会に対して心から感謝の意を表する次第です。

昭和 53年 3月

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎



停4

1.本報告は、鹿角大規模農道関係遺跡である鹿角市花輪平元字鳥野および花輪平元字源田平

に所在する遺跡の発掘調査報告である白

2. 発掘調査は、昭和52年7月25日から 8月 7日まで行った。

3.調査主体者は、秋田県教育委員会である。

4.調査担当者 大里勝蔵、庄内昭男

5.調査参加者

調査補助員 藤原妃敏(東北大大学院)、小林克(早稲田大学)、藤沢昌(秋田大学)

石井雪子、佐藤恵津子、富沢厚子、松関悦子、古川孝政、田原貴代志、

兎沢司、木村徳光、村木正敏、兎沢久雄、佐藤浩司、木村正彦、中村実、

奈良修、石川陽一、高橋正和、鎌田正明、黒沢秀一、安保洋子、山

安保尚知、湯沢宗広(以上県立十和田高等学校社会部)

地元協力者 佐藤フミヱ、柳沢梅子、三上トヨ、安村澄子、安村かよ、児玉三郎、

児玉四郎

整理作業協力者 小林克、佐内公子、進藤由紀子、佐藤清美、小林美保子、尾張谷信子

6.調査協力機関 鹿角市教育委員会、鹿角市立平元小学校、県立十和田高等学校

7.本報告の執筆、編集は佳内昭男が担当した。

8.遺構、遺物について

遺構は、缶、告で平板測量した口本報告書の遺構実測図は任意の縮尺となっており、ス

ケールを付している口

遺構に付した矢印の方向は、すべて磁北である。

土器の実測ぺ、レースは庄内昭男が、石器の実~ffÚ .トレースは庄内公子が行った。

の出土遺物の実測図は、土器を÷、土製品・鉄器・石器を÷に縮尺した O なお・

土器は、残存の割合に応じて、口縁部が士未満から十以上残るものは、中軸線付近の両

側を一部、十未満からす以上残るものは、

中軸線の両側÷の-{tsを空白にしたD

9.国版について

遺構及び出土遺物の写真撮影は、庄内昭男

が行った。 の遺物写真は、任意の

大きさである。

遺構の凡例

堅調 大湯浮石層

E塑 焼土火床面

匿2現 地山開色土

$ 自然石
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I 遺跡の立地と環境

烏野遺跡は、秋田県鹿角市花輪平元字烏野13に所在する。花輪町より出て北流する米代川の

流域の東側は平聖子部が発達しており、広い水田地帯となっている c この水田地帯の東側には標

高150mT'jIJfをの段丘があり、水田面との比高は40m程である。とくに米代川に注ぐ小支流の間瀬

川、根布JIIの間は、山すそがなだらかで東西に長くのびる舌状台地が発達している。そうした

合地上には縄文時代から平安時代までの遺跡が点在している他、空堀によって分断された中世

の館跡もある。南から新斗米館、小平館、小枝指館である。鳥野遺跡は、小枝指館に続く台地

上にあり、遺跡の下を走る道路と深い谷が台地の西を走っている。この道路は鹿角市花輪と大

湯を結んでおり、両!BJの中間に遺跡の位置があり、もよりの国鉄十和田南駅より、南東に 3km

来る。台地はかなり広い面積で畑地あるいはリンゴ閣として利用されている。なわ枯草坂古墳

は水田屈をヘだてて北西1.5kmの地点、にある。

j原田平遺跡は、鹿角市花輪平元字iJ長田平35にあり、やはり小枝指館とは l本の道路でつなが

てむり、烏野遺跡から南東に O.5kmはなれている c 遺跡のある台地は南側に向き、西側に深く

谷が入り込んでいる。水田面をへだてて小平館の方向をのぞめ、現在は畑地として利用されて

いる。

第 Ir:m関辺地形図 五万分のー



立発揚調査の競

1.発掘調査にいたる経過

鳥里子遺跡は鹿角市花輪から大湯に通じる道路によって、台地西側が一部削平されて、住居跡

断面が切りどおしに露出していた。台地上には広範囲に遺跡が所在する可能性があり、遺跡の

性格を確認するために調査することとなったc また源田平遺跡は、烏野遺跡より南東に O.5krn

離れており、昭和52年の春に開墾のため上面を削平したところ大湯浮石層とともに須恵器など

土器片が出土したと土地所有者より鹿角市教育委員会に連絡があった。大湯浮石f習が浮いた部

分の作付をのこしてもらい、道路より離れているが、鳥野遺跡や付近の遺跡との関係をさぐる

ため調査を進めることとなった。

2・.発掘調査の方法

烏野遺跡の発掘予定面積は 150m
2
で¥発掘区域は土地所有者との話し合いで、畑地の半分だ

けが調査可能で、あった。三角形の畑地で西側に任意にグリッドを設定した。道路上のコンクリ

ート土手際を原点として、北西方向に向けてグリッドを設定した。基準線は磁北より 5度西に

かたむいている。南北軸をA~I までのアルフアベットで、東西軸を 1~7 までの算用数字に

し、グリッドの名称は南東の杭でよんだc グリッドの大きさは 2mX 2mである。

j原田平遺跡では、作付の行われなかった大湯浮石層の浮いた部分を調査することとし、発掘

予定の面積は 100m2であった。今後調査されることを考え、この発掘区に中軸線をもつように

基本の点を 4点とった。また台地先端はカヤ地であり、土地所有者より許可を得、調査区とし

た。カヤ地をイ地区、他を北方向にロ地区、ハ地区と仮称した。イ地区には 2mX 2mのグリ

ッドを組んだ。

._標高 152.0m 

鳥野遺跡の土層

鳥野遺跡1 1グリッド東壁憤IJJ欝位
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3.調査臼誌

7円25日

里f遺跡から開始したむ午前中は 2名、作業員 5名で、鳥聖子遺跡

のグリ、ソドを設定し、縄5長りをした。 B1、D1、E1の北半、 E1の南半グリッドをJ屈りは

じめる。午後道路を隔てた調査区外に検出された小竪穴遺構のプランを確認した。

7月26日

この日朝より十和出高校社会部第 1班 8名 に加わる。 D3、D5、E5の北半、 E 5 

1名の他女子高校生 3名を小竪穴遺構の調査にの南半グリッドを調査する。

入れるむ D5グ1)、ソドの西側に!享い

田平遺跡のカヤ払いをしてもらう。

7月27日

は、

が検出された。午後より 員 5名で;涼

が 1名加わる口調査区外の小竪穴遺構の平面図を記録する。鳥野D 5グリッドで検出

された の範国を確認するため、 D6グリ yドの中央部にベルトを残し D7グリッド

まで拡張した。 H1、E7北半、 E7 グリッドを した。周辺をボーリン したが

遺構の可能性はうすく、烏野ではD 5、D 6、D 7グリッドの調査区以外の調査を終えた。午

後、源田平遺跡イ地[)zにグリッドを設定した。鳥野では大湯浮石層の部分を掘り下げ、地山ま

で達したc 掘り込み面を確認し、第 1号住居跡とした。土層観察のためのベルトを残し、埋土

を床面まで掘り下げる G

7月28日

が4名加わる口前日より大学生 1名と女子高校生 4名を烏野に残し、第 1号住居跡床

面の精査を行う c ベルトの両わきにかなりの土器が出土していた。午前中に南北セクションと

東西セクションを記録するむ 沼田平遺跡のイ地民のグ 1)ッドの調査では積出した遺構はなかっ

た。ハ地区を四分し、)"(湯浮石層を取りはずし北西側を掘る。 深さ 1mで床面に達し、片側に

壁の部分が検出され、 を拡張する。午後鳥野では、住居跡のベルトをはずし、カマドを

険出した己またグリッドの 1ラインの南北セクションを記録した。

7月29日

1名加わる。午

チ1 -フ k-
ノJ 可 l

6クリットを 100X60cmのl隔に拡張し、煙出し口を検出した。第 1

る。午後土器をとりあげるの烏野の地形 る。 源問平では前日

に引き続きハ地区の調査を行い住居跡の掘り込み面のプランを確認した。長軸 4m 20cm、ほぽ

方形を呈し、東側にカマドがっくり源田平遺跡、第 1;=;-住居跡とする。

7月30日

午前鳥野遺跡第 1号住居跡平面図を記録する。午後にはカマド平面図の作成にかかり、土器

-4-



をとり上げながら行う。カマドセクションを記録する。 を含め、烏野の調査を終

了した。源問平遺跡第 l号住居跡では、午前よりベルトの部分以外の埋土をとり除く。床面ま

ではがし、セクションを記録する。またロ地区の調査区を設定し、残りの人数で表土はぎを行

う。この H、林謙作氏訪れる c

7月31日

午前中より作業員 5名によって鳥野遺跡第 1号住居跡をのぞいたグリッドと源田平イ地区の

埋戻しを行う。源問平遺跡第 l号住居跡のセクション図を記録し、午後にベルトをはずす作業

を行う。ロ地区を南北に拡張し、大湯浮石層の範囲を確認することにした口

8月 1日

午前源田平遺跡第 1号住居跡の床面およびカマドの精査を行う。昼で高校生第 1班が交替し、

9名入る。午後より平板測量をする。ハ地ほの例から大湯浮石層と遺構との関係がつかめたの

でロ地区の浮石層の範囲全体を出すこととした。ロ地区をj原田平遺跡第 2号住居跡とする。

8月2日

午前中に第 1号住居跡の平面図の記録を終え、断面図を記録する。又全景写真も撮る。この

他カマドの構築方法をみるため、カマドを六分し、カマドセクションを記録する。第 2

跡では、大湯浮石層をはずし、埋土をとり除く。東側がカマドのようで、白色粘土を検出した。

平板をすえ、遺物の出土位置を記録する。

8月3日

源問平遺跡第 2住居跡の埋土除去、ベルトとカマド上田を残し、床面まで埋土をとり除く。

8月4日

j原田平遺跡第 2住居跡のベルトセクションを記録する。午後には、ベルトをはずし、ほぽ

プランが確認された。

8月5日

午前中間のため、宿舎で土器の洗沖を行う D なお島野第 1号住居跡の埋戻しを午前中に行う。

午後 3時より現場に行き、源問乎遺跡第 2号住居跡の壁のまわりを精査する G

8月 6日

午前中には、床事わよび柱穴など精査を終え、

午後には、第 2号住居跡の平板測量をする。また第 1

8月7日

を行う。又j原田平遺跡;の全景も撮る

しも平行して行う。

午前高校生第 1班の 6名が加勢し、第 1号住居跡の埋戻しを行う。第 2号住居跡のカマド部

分の立ち割りを行い断面図と、掘り方の平面図を記録する。午後より埋戻しに全力をそそぎ、

午後 5時に調査を完了した。

-5-
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血 検出遺構と出土遺物

遺構は、鳥野で竪穴住居跡 l軒と調査区外に小竪穴遺構を、 j原田平遺跡では竪穴住居跡 2軒

を検出した。本文の説明は烏野遺跡竪穴住居跡、小竪穴遺構、 j原田平遺跡第 1号竪穴住居跡、

第2号竪穴住居跡の/1国序で行い、遺構の説明の次に出土遺物の説明を加えた。

鳥野遺跡住居跡(第 5図)

住居跡の南側には道路がせまっていて調査ができなかった。

(遺構の確認) D 5グリッドの西側に表土下20cmで、厚い大湯浮石層の堆積を確認し、 D6， 

D 7グリッドの東側までつながり半円形のプランとなった。この大湯浮石層を除去し、地山ま

で掘り下げて住居跡の北側の掘り込み面を確認した。

(平面形・方向) 北側の一辺と東西のコーナ一部が確認されただけであり、この住居跡の規

模・平面形は判然としな Po 北辺はやや弓なりに寄曲し、長さ 3m 50cmで、あり、コーナ一部は

ゆるく丸妹、をもっている。カマドは磁北に向いている。

(壁・床面) 北側の壁高は40cmで、ほぽ霊ー直に落ち込み、地山中の床面となる。床面は平坦で、

カマド{す近は踏みかためられている。

(周溝) 検出されなかった。

1;食出されなかった。

(カマド) 北慢の中央部に位置している。 住居の内に焚口部と燃焼部を設け、北壁を掘り抜

いて住居の外に煙出し口を設けている。天井部が削平されているが、遺存する住居内の部分は

l幅80cm、高さ 20cmで、ある。左袖のつけ恨に白色粘土が残っており、カマド積土と考えられた G

両袖の先端には立方体状の石を地山に立て補強してむり、両袖の l二IJ位には土師器饗がふせてあ

り袖芯として土器が使用されたようである。焼土の範閣から焚口部の!揺は20cmで、燃焼部は11.屈

が広がり 45cmで、あり、焚口部から燃焼却1ヘ上り勾配となっている。煙道部は地山を直径30cmの

トンネル状に掘り抜いて、北壁より 1m lOcmのびて、直後30cmの円形の煙出し口に通じている。

煙出し !Jに向けてドり勾配となっている。なお中央に横たわる石は天井部の補強に使用された

ようであり赤く焼けている。 使用状況は焚口部から燃焼部にかけて使われていたと考えられる。

焼土の範囲は堅い火床面となっていたc この焼土範間とカマド上部、右袖わきの床面にかけて

多量の土器が散乱していたD

(その他の施設) カマドの右袖より lOcm離れて、壁の部分をやや掘り込んだ直径20cm、深さ

15cmのノj、ピットがあり、内黒土師器杯、のμ縁部が出ている。
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2.時褐色土軟質

3.大湯浮石層 a‘補色土に浮石入り込む

b .齢、粒・黄白邑

c .粗粒.I~色

4.褐色土焼土粒・粗粒の黄褐色火山

灰土一様に混入

6.褐色土細粒の黄褐色火山灰

土一線に選入

7.黒色土

8.黄褐色土 地山が浮き i二ったもの

9.黄禍色土

10.舵舌L層 茶褐色‘黒初白土が混在

5.黒色土

第 5図鳥野遺跡住居跡
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2.黄褐色土 :境土 .11~ が混人

3.赤褐色土 焼二上が多量に混入

4. 白色粘土

5.赤褐色二1: ブロック:Ikの焼ことが含まれる

6.褐色土焼土が少昆;混入
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第 6図鳥野遺跡住居跡カマド
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鳥野遺跡住居跡出土遺物 (第 7関)

カマドとその周辺から出土したものである。土師器翠 1~4 、 6 、 7 はカマド内に出土し、袖

芯や支脚用に代用されたものもある口土師器査は壁面上面の大湯浮石層 iマから、また紡錘車も埋

土中より出土し、右袖の近くのピットからは内黒土師器杯の口縁部破片が出土している。

土師器室 1(第 7図-1) 口在17.4cm、現高26.4cmo 底部が欠損している。

〈色調・始土・焼成〉 色調は灰黄色を呈しており、腕部外面に黒斑がある。胎土は鍛密で焼

成も良好である。

〈器形・調整〉 最大径は口縁部にある。なだらかな長胴で頭部にかるく段をもち、口縁部は

短く「く」の字状に外反する。口唇部はわずかに突き出る。調整については、服部外面には縦

方向のシャープな刷毛白状痕が残っており、工具のあたった部分の線がZmm程斜めを joJいてい

る。口縁部外面にはヨコナデが施されている。調整の順序としてはヨコナデが先である。内面

では口縁部先端から底面まで横方向にi幅1~ 2.5cmのシャープな刷毛白状痕が残っており、底

面では工具のあたりが斜方向についている。腕部下半外面は二次的な火熱により剥離している己

土師器護 2(第 7図-2) 口箆18.4cm、現高21.9cmo 胴部下半から底部が欠損している。

〈色調・胎土・焼成〉 外国は黄褐色を呈してわり、胎土は敏密で焼成も良好であるむ

〈器形・調整〉 最大径は口縁部にある。筒形の長胴で頭部に段をもち、するどく入り込んで

口縁部は「く J 字状に外反する。口縁部の器壁が腕部の二分の一程に薄くなっている。胸部外

国は凸凹であるが、内面はなめらかなっくりである。調整については、胸部外面には幅 5mmの

こまかい縦方向の刷毛呂状痕が、内面にはi偏1.5~ 1. 8cmの横方向の刷毛目状痕が残っている c

口縁部内外面には二度にわたってヨコナデが施されている。腕部上半外面に炭化物が付ー着する。

3 (第 7図-3) 口径14.5cm、高さ 18.4cm、底径 7.0cmo i;i 11'完形である。

〈色調・胎土・焼成〉 外面は黄掲色を呈しており、胎土は赦密で焼成は良好である。

〈器形・調整〉 最大怪は口縁部にある。底部は安定性のある平底で、!底辺部がやや突き出し

ている。 中位にふくらみをもっ長胴で頚部に段をもち、口縁部は「く」字;[犬に外反する。

部はわずかに突き出る。腕部内外面はLJJII当があるっくりで内部中位に 1mmの段でマ~i高積み痕

っている。調整については、成音ljには木葉痕を残し、底辺部は指頭によっておさえている。服

部外面にはl幅6~ 9mmの縦方向の刷毛日状痕が、内面にはi福8~ 15mmの横むよび斜方向の刷毛

白状痕が残っている。内面の調整痕が判然としており、工具のあたりが残っている。口縁部内

外国にはヨコナデが施されている。 内面には炭化物がこびりついていた。

ゴ二部器饗4 (第 7図-4) 口径13.8cm、現高11.6cmo 口縁部が三分のーだけ残っている

〈色調・胎土・焼成〉 赤褐色を呈しており、胎土に砂が混入し、焼成は比較的良好で、ある。

-11-



(器形・調整〉 顎部にかるく段をもち、口縁部は外反し、先端で短く立ち上る。調整につい

ては、胴部外国の上半にはヘラミガキ痕が、下半には幅 7mmの刷毛目状痕が残っている口内面

はなめらかである。日系表部外国にはヨコナデカf施されている D

土師器護 5 (第 7図-5) 口径15，Ocm、現高 7，7cmn口縁部が三分のーだけ残っている。

〈色調・胎土・焼成〉 暗赤褐色を呈してわり、胎土は比較的綴密で焼成はややわるい。

〈器形・調整〉 顎部に段をもち、口縁部は「く」字状に外反する。調整lこついては、鋼部外

面には幅 7mmの縦方向の刷毛日状痕が、内面には?輩、斜方向の刷毛自状痕が残っている臼口縁

部内外商にはヨコナデカ守包されている。

土師器護 6 (第 7図-6) 底窪 7，2cm、現高 9，8cm。胴部下半から底部が残っている。

〈色調・胎土・焼成〉 黄褐色を呈しており、胎土は比較的鍛密で焼成は良好である。

〈器形・調整〉 底辺部が突き出し、安定性のある平底である。調整については、底部に木葉

痕を残してわり、底辺部は指頭でナデている。腕部外面には縦方向の刷毛白状痕が、内面には

i隔6mmの横方向の刷毛白状痕が残っており、工具のあたりは半月形である。

土師器墾 7 (第 7阿-7) 底径 7，6cm、現高 8，3cm。胴部下半から底部が残っている。

〈色調・胎土・焼成〉 外国は赤褐色を内面は暗褐色を呈している。胎土は比較的組いが、焼

成は良好であるロ

(器形・調整〉 底辺部がやや突き出し、安定性がある。腕部外面の器壁はなめらかであるが、

内面は凸凹があり、ザラザラしている。調整については、底部に木葉痕を残しており、服部外

面には!幅 4~ 5mmの縦方向のこまかい刷毛呂状痕が、内面には幅 9~lOmmの横方向の刷毛自状

痕が残っており、工具のあたりは半月形である。内面底には指頭によるおさえの痕がある。

土師器壷 1 (第 7図-8) 口径18，Ocm、現高22，7cm。底窪はおよそ 6cmで、あろう。口縁部

から胴部にかけて半分以上が欠損し、底部は剥落している。

f色調，胎土，焼成〉 赤褐色を呈しており、胎土には砂、小石が多量に混入しており、粗い O

焼成は比較的良好で〉ある口

〈器形・調整〉 胴部上半に最大経をもち、径21，Ocmを測る。円形を呈する胴部より頭部がか

なりくびれ、口縁部が「く」字:f犬に外反する。口唇部がやや突き出す。顎部よりやや iぐに 2条

と制部下半に 2条の輪積み痕が残っているが、内外面とも器壁はなめらかである。調整につい

ては、腕部外面には単位のわからないところもあるが[jJffi5mmのこまかい刷毛白状痕が残ってお

りョ明部上土手の内面には調整痕がないが三下半から底面にかけて幅 5mmで、長くシャープに縦方

向の刷毛円状痕が残っている口口縁部外面にはヨコナデカ守話されている。

筒形土製品(第 7図-9) 最大[11話が 6，8cm、高きが 6，2cmo

(色調・胎土・焼成〉 黄灰色を呈しており、胎土は鍛詰で焼成も比較的良好でPある。

(器形・調整〉 円筒状を呈しており、 t部先端が先細るのに対し、下半は平らで安定性があ

-12-
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るむ外面は手作りによる指頭の凸凹があり、部分的に刷毛FI:1犬痕の残るところもある。内面に

も刷毛日状痕が残ってむり、下方を指でわさえている。

手控ね土器(第 7図-10) 口径 7.3cm、高さ 3.1cm

¥色調・胎土・焼成〉 黄褐色を呈し、胎土は

被密であるが、焼成は不良である。

〈形態・調整〉口縁部は楕円:1犬にゆがんでおり、

外面 の凸凹があり、内面は指ナ

しているが、亀裂が入っている。

紡錘車(第 7図-11) 4. Ocm ~ 5.4cm、

高さ 2，3cmo 上国は赤褐色を下面は黒色をして

いる。上面下面ともに刷毛白;j犬痕が残っており、

側面は幅 1cmで、縦方向にケズリが施され、後に

上面のふちに沿って横方向のケズリが施されて

いる己

棒状土製品(第 7図-12) 長さ 6.0cm、最

大幅1.7cmo明褐色をJi1ーしている。

J 

¥1可川竹m川MI / 

AWJ/ 

二埋;tZT

9.カマ!、 1三iRtlより 11'1ニi:

10. マ 1.煙道吉1;出

11.埋二1:第 4，1，必l村山上

12. カマド内より出土 。 12 

第 7図(2)鳥野遺跡住居跡内出土遺物
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鳥里子小竪穴遺構(第 8図)

寸

為....... 
ミを

A' 

調査区外から検出された臼鳥野遺跡より道

路をへだてて50m程離れており、台地西側を

走る谷の真際に検出された。上面はかなり削

されていた。

員
表土下の地山で確認、したc(遺構の確認)

平面形は楕円を呈してお(平語形・方向)

り、長軸は 1m 90cm、短軸は 1m 30cmで、ある。

長軸は東西を向く。

木炭粒を含む軟質の黒色土が堆(堆積土)

していた。東側に幅65X55cmの茶褐色土の

J 

物助物財閥拐考務

入ったくぼみがあり、焼土が混入していた。

器高は最深で 8cm、血状に落-床面)

m
 

l
 ち込んでいる。

鳥野小竪穴遺構第 8図

(第 9図)鳥野/J¥竪穴遺構出土遺物

小笠穴遺構内より多数の土師器破片が出土したが、実測図の記録できるものはなく、特徴的

この他に丸底を呈する内黒土師器杯の底部と口な土師器室形土器の口縁部I~YT面をのせた。

した。

第百図 l は、赤褐色を呈しており、;~亮成は良好である口頭部に段をもち、外反する口縁音1)の

には縦方向のシャープな刷毛白状:底については、頭部の段より先端は立ち上っている。

にはヨコナデカ苛包されている。内面は口縁部がヨコナデが施されている

Y
L
M
 

o 5cm 
i 

が残ってわり、

はごtい。がその下方に

第 9図 2は、淡黄色を呈して

お「り、焼成はやや不良である。

口唇部が口縁部が強く外反し、

き出している。内外面と

もに調整痕はない。

鳥野小竪穴遺構出土土器第 9図
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源田平遺跡第 l号イ主居跡(第10図)

j原出平遺跡調査ばの東側にあたる口

(遺構の確認) 大湯浮石層の浮いていた場所を四分し、地山まで掘りドげ、掘り込み面を確

認、した。

形面平 平面形はほぼ方形を呈している。 描り込み面での長軸は 4m 45cm、短軸は

4 m 5 cmで、あり、長軸は磁北より35度東に向く。カマドは東側の長辺に設けられている。

・床面) 壁高は東壁・南壁で、40cm、西壁・二It壁で、35cmで、あり、ほぽ垂直に落ち込み、地

山中の床面に達する。床面は平担であり、やや黒色土が混入した状態で踏みかためられている。

カマドの前庭部、カマドの両わきがかなりかたくなっているむ

(周溝) カマドの周辺と四壁の南側を除き、壁に沿ってめぐっていた。北壁に沿った部分で

は幅 5~ 10cm深さ 8~ llcmで、あり、南壁に沿った部分は幅 4~ 8cmで、深さ 3cmで、あった。周溝

のある壁捺には軟質の黒色土が入り込んでいた。

(柱穴) 住居内にはピットが 5個あり、号、号、号、町が主柱穴と考えられる。床面からの

深さは町が40cm、~が55cm 、 R が60cm 、 P1 が60cmである。柱穴の配列はR 、 P1 が東壁に接して

おり、町、 F!lはコーナーの対角線よりそれぞれ内側に 1m 40~50cm内に入り、 R 、~と平行な

{立置にあるが、 Rがかなりコーナーに寄った位置にある。柱間の真芯距離は町~号間で 2m 85 

cm 、 ~~B 間で 2m 、 B~B 間で 3m あり、以とにより長方形の配列を考えた場合、 11 はカマ

ドの真中の位置になければいけない口 R より 1m 20cm離れでほぼ住居内の真中にある c

直後18cmで深さ 14cm上面に石がのっていた。 号、 Rからの距離はそれぞれ 1m 80cmで、あり、

柱の補助的な柱と考えられる。~、 R では柱の炭化したものが残っており、 rlJ高 12cmであった。

(カマド) 東壁の南寄りに位置している。カマドは白色粘土によって構築されており、

の内に焚口部と燃焼部を設け、住居の外に張り出す煙道部を設けている c 燃焼部から煙道部に

かけては上り勾配となり、東援を幅80cmのU宇状に掘り込んで、その上に白色粘土のカマド部

分を設けている c 遺存する袖部は東壁近くで、最大幅95cmを測り、高さは床面より 35cmで、あった c

遺存するカマドの中央が火熱を受け赤くなっており、東壁近くの半月形の凹みが燃焼部と考え

られる c これに続く煙道部は東壁よりd=1た部分が厚さ 10cmで、比較的よく残っていた。先端が角

ばった作りをしており、地山から 10cm上っている。使用状況は床面に60X80cmの火床が残って

むり、白色粘土上の火熱を受けた面は長さ 170cmです掠焼部で、のlt高は25cm、煙道部での幅は50cm

である。火床内に焼石が l個検出された。またカマド内より土師器警など土器の出土が多かっ

た。

(その他の施設j カマド右袖に続いて白色粘土が広く残る部分があり、人口との関係も考え

られる。
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1.黒色土 5.黒禍色二1: 五111粒の主主褐色火111

2.大湯浮石積 a .砂粒・黄白色 灰土一憶に混入

b.粗粒・白色 6 黒褐色土 粗粒の焚福色火山

3. 11:¥褐色 大粒の麦褐色火山 J1~ 二1:混入

灰土ー樟に混入 7.主主掲色土 壁の落ちたもの

4.黒掲色土 8. Il î'i褐色土軟~1

第10図 j原田平第!号住居跡
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カマドの掘り方

1. 1斗色粘土 まわりに火熱のため

一一
hv

t山門一つレー)
れ
~

す月九赤

:2 .黒色土

.~ .ミ色士 円色村i+it毛1Eした焼寸:~再

4. 赤掲色-1: (l急車，Ji]:省焼二1:混入

5. II;¥，赤褐色土

6‘!境土

r
p』
・

l

。

第11図源田平遺跡第 i号住居跡カマド
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源田平遺跡第!号住居跡出土遺物(第12図)

出土遺物は、住居跡内では土師器嚢 1と土師器杯 1・2と須恵器杯が出土し、カマドからの

出土が多かったが、東壁北コーナ一部では土師器杯 3、カマド右袖下に土師器室 2、西壁捺で

は土師器護 3とバラバラに出ている。西壁i警に鉄釘や住居跡中央床面より砥石が出土している。

土師器禁 1 (第12図-1 ) LJ琵26.0cm、高さ 35.0cmo 底径12.6cm。全体の三分のーが残る

〈色調@胎土・焼成〉 黄灰色を呈する。胎土には 2~ 3mmの粗砂がまばらに器入してむり、

焼成は比較的良好で、ある。

〈器形・調整〉 口縁部と胴部中位に最大設がある。底部からの立ち上りははっきりしており、

胴が長く口縁部が短く外反し、口容部は角ばっている。調整については、外面は大きく二段に

わかれ、胴部中位から口縁部までロクロによる調整で、下半をヘラケズリした後、縦方向のナ

デを施している。ケズリのときの小石のうごきがスジとなって、下半に多く残る。内面はなめ

らかで、ロクロによる調整が施されている。胴部中位外面と口縁部内面に炭化物が付著する。

土街li器斐 2 (第12図-2) 口ー径20.4cm、現高16.0cmo 口縁部から腕部が二分の一残ってい

る。

〈色調・胎土・焼成う 内外面は黄灰色を呈するが、内面に黒灰色の部分がある G 胎土には、

2 ~ 3mmの粗砂がまばらに混入している。焼成は比較的良好である D

〈器一庁長・調整〉 口縁部に最大径があり、胴部より張り出すように外反する c 口縁部中位に殺

をもち口唇部はやや突きmし、丸味をもっている。口縁は凸凹で波うっている己調整について

は、胴部外面に縦方向のヘラナデが内面は横方向のヘラナデが施されており、工具のあたりは

のこっている。口縁部外商は指ナデしている。

土師器警 3 (第12図-3) 口径12.8cm、高さ 11.6cm、底径 6.4cm。底部はあるが、口縁部

は五分のーだけ残る。

〈色調・胎土・焼成〉 大部分は黄灰色を呈するが、黒色部分、時半島色部分、赤褐色部分がf疋

状にある。胎土には、 1~ 3mmの粗砂が混一入し、かなり粗く、焼成も不良である。

(器j!} • 調整〉 口縁部および腕部上半に最大径がある。底部はやや丸味をもつが、胸部との

境いは判然としている。胴部上半が張り「く」字状にくぴれ、口縁部は短く外反する。

は丸味をもっている D 調整については、外面は底部が指頭ナデによりなめらかであり、腕部r:t

位から下半も指ナデが施されており、口縁部はヨコナデがわずかに残る。内面はなめらかで、

底面に指ナデが施されている。口縁部内面に炭化物が付着する。

土師器杯 1 (第12図-4) 口径14.0cm、高さ 5.5cm、底径がおよそ 5.6cmで口縁部が五分

一程残ってしミる。
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-飴土・焼成〉 色調は日月初色を呈してむり、胎土は級密であるが、焼成は不良である口

〈、器形・調整〉 体部はやや丸味をもって外傾する、底部は平底で休部との境pは判然として

わり、回!JI三糸切り'[長を

L:伺i器杯 2(第12[;K]-5 )口径14.2c111、高さ 5.5c111、底径 5.8c111o 八分の A だけ残

〈ヨ

. )品、ゴ:・焼成う 赤字詰色を呈しており、胎土に砂混入するが、焼成は良女子である。

形・調整〉 体it!jはやや九日未をもって外傾する。底部は平底で{本部との境いは判然として

わり、同転糸切り痕を

土師器杯 3(第12図-6)口径15.2c111、高さ 5.5c111、底径 5.8c1110 仁i縁部から底部が二分の

一残る

-胎土・焼成〉 黄灰色を呈しており、体部上半に明褐色の部分がある。胎土に粗砂が

混入するが、焼成は比較的良女子である。

〈器形・調整〉 体部は下半に丸日未をもつが、上半は直線的に外傾し、口容部がやや突き出す。

にロク口調整痕の凸出が残る。底部に回転糸切り疫を残している。体部上半に炭化物

がみられる。

須恵、器杯(第12図ー 7) 口径15.0c111、高さ 4.4c111、底径 5.8c111、底部は全部残っているが、

口縁部は十分のーだけ残る

. H台土・焼成〉 灰色を呈しており、胎土は被密でかたく焼きしまっている。

{本部は底辺部近くがややくびれるが、直線的に外傾する。底部は平底である

が、かなり上げ底を呈する。体部との境いは判然としており、回転糸切り痕を残す。

口持吉r~ は、 ~J縁 く外反してわり、口唇部は丸味をもっている。

(土胴部外面がタテ方向の、内面は横方向の."ラナデが施されている。口縁部の内外屈はヨコナ

されている。(むの胸部外面にはヘラケズリの後平行タタキ白痕が施され、内面にアテ板

痕を残すc 個々の調整については、第12函に凡例を示した。

砥石(第12閃-8)長さ 12.7c111、幅 7.2c111である。長方形の[LC]面を使ってむり、三而

を…一晶面は 3Cαn出I

鉄釘(第1ロ2図一 9) 長さ 7.0恥C111肌、 11幅lJ福!届話1.OcαC111、干平-たい段面でで、、形;状i伏犬はV字状を呈する O
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4・7. カマド内nJI土

5. 埋土 4 層 rJ~ 出土

6.北東コーナ…部床面出土

8.床而中央部出土

9. 凶器:際床面出土

第12図(2 )源田平遺跡第 2号住居跡出土遺物
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源問平遺跡第 2号住居跡(第13図)

吉状台地の中央部で検出された。

(遺構の確認) 第 l号住居跡の調査で大湯浮石層の堆積する範囲と遺構との関係がはっきり

したのでさらに確認するために、土層観察のためのベルトは基準線にそって在意に設けられた

が、まず耕作土をはがし、大湯浮石層の範囲を確認した。大湯浮石層のある範囲とその外側に

時褐色土と黒色土の境いがあり、遺構の掘り込み面かと考えられた。その後地山まで掘り下げ

遺構を確認した口

(平面形・方向) 平面形はほぼ方形を呈している。掘り込み面での長軸は 6m 50cm、短軸 5

m80cmで、あり、長軸方向は磁北より50度西に向く。カマドは東側の長辺に設けられている。

(壁・床面) 壁高は、東壁・西壁・北壁で、40cm、南壁で、50cmで、あり、ほぼ垂直に落ち込み、

地山中の床面に達する。床面は柱穴の内側は平担であるが、柱穴のタトイ則の北壁付近、南壁付近

はやや軟弱で、ある。カマド前庭部は踏みしめられて堅くなっている。中央部は火床面が広くみ

られる。

(周溝) 周溝は壁に沿っており、東援の半分から北壁の半分までめぐり、西壁際南側コーナ

ーから南壁に沿って東壁の号までめぐっている。幅は 4cmで、広いところで、10cmあり、深さは

4 cm手呈で、ある。

(柱穴) 住居跡内にはピットが5個あり、町、宅、 R、Rが主柱穴と考えられる。床面から

の深さは町が45cm、pzが70cm、号が55cm、Rが45cmで、ある。柱穴の配列はR、Rが東壁に接し

ており、号、~は西壁よりそれぞれ 1 m 65cm離れている。それぞれの柱穴が壁から離れた距離

は1m 40cm~ 1 m 65cmで、ある。註穴間の真芯距離は11~鳥間が 4 m 15cm 、 B~ P，l 間が 3 m 95cm、

11 ~~間が 3 m 75cm、Pz~~聞が 3 m 40cmで、あり、いくぷん不整な配列である。 号は直箆10cm

で深さは 5cmで、あり、中に炭化物がつまっていた。 11より 1m 65cm、東壁より 1m 60はなれて

いる。第 1号住居跡の時とは位置が違うが、補助的な柱とも考えられる。

(カマド) カマドは東壁の南寄りに位置している。カマドは白色粘土によって構築されてお

り、住居の内に焚口部と燃焼部を設け、住居の外に張り出す煙道部を設けている口燃焼部から

煙道部にかけて上り勾配となり、東壁から地山を幅70cmU字状に掘り込んでその上に白色粘土

のカマド部分がある。住居の内の天井部および袖部はくずれているが、煙道部の遺存は良好で、

ある。 遺存する袖部め最大幅は 1m 20cmで、高さは床面より 40cmで、ある。袖部の内側は火床面

となってわり、幅60cmの燃焼部と考えられる。煙道部は東壁より 1m 70cm出ており、つけ根の

部分には半折された自然石を両側に立て補強している口白色粘土と地山の間に黒色土が入り込

んでかぶせた白色粘土の天井部が落ち込んだようであり、火熱を受けかたくなって立ち上りが

残った部分もある。;開出し口は地山をU字状に掘り込んだ先端部分で白急粘土がやや上面にか

ぶさっている。使用状況は床面に65X65cmの火床が残っており、煙道部の溶ち込んだ天井部分
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もかなり火熱を受けボロボロになっている口カマド内より須恵器察、土師器警が出土した。

(その他の施設) 廷の右わきにかなり厚い白色粘土の堆積があった。

C 

1.黒色土耕作土 5.黒褐色細粒の黄褐色火山灰

2.黒色土 土一雄に混入

3.大湯浮石層 a.掲色土に浮石入り込む 6.黒色土

b .砂粒黄色色白 7.黒補色土 粗粧の黄褐色火山

c .組粒白色 灰土混入

4.黒褐色 組粒の黄補色火山灰土 8.黄禍色土

一様に混入 9. Il音掲色土

第13図源田平遺跡第 2号住居跡
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源田平遺跡第 2号住居跡出土遺物(第15図)

理土内より多量の破片が出たが、出土遺物から復元できる資料は少なかった。須恵器禁形土

器は、住居跡内のカマド、東壁際など内からバラバラになって出土しており、土師器警の破片

はカマド付近から多く出土している。土師器杯は大湯浮石層下の埋土より出土している。なわ

大湯浮石層の下からは50f回以上の弥生式土器小片が出土した G

須恵器斐(第15図-1) 口径18.2cm、高さ 33.5cmo 口縁部が三分の二でいちばん残ってお

り、底部までわずかに接合する部分がある。

(色調・胎土・焼成〉 赤銅色を呈しており、口縁部から胴部の上半には、黄緑色の自然利が

付著している。胎土に砂が混入するが比較的級密で焼成はきわめて良好で、ある。

〈器形・調整〉 長胴であり上半に最大径を27.4cmを測る。なだらかな肩部から口縁部がほぼ

まっすぐ立ち上がり、口器部では、強く張り出すが、口縁部は半面をのこし、 υ唇部をケズリ

とられている口調整については、口縁部から腕部上半は内外面ともロクロで調整されているが、

外面中位より下はヘラケズリされ、底部近くには平行タタキ目痕を残している。外面タタキ自

痕に対し、内面はいくぶん凸凹があるが、指ナデされている。内面の底はいくぶん凸凹がある。

土師器杯(第15国一 2) 口窪13.8cm、高さ 5.4cm、底径 6.4cm。口縁部が三分のこ残る。

(色調・胎土・焼成〉 赤褐色を呈しており、底部に黒斑がある。胎土に砂がわずかに混入す

るが、焼成は良好で、ある。

〈器形・調整〉 体部は丸味をもってタト傾し、口縁部はわずかに外反する、内外面とも器壁が

なめらかであるが、底辺部に粘土の凸凹が張り出している。底部の切り離しは回転糸切り痕を

残すむ

土師器護形土器の口縁部は比較的ちがった特徴があるが、頚部がくびれて口禄部が「く」

状に外反するものと短く外傾するものがある D 調整は、図に凡例を示したように口縁部内外面

がヨコナデで胴部内面はヘラナデである。

この他に第 2号住居跡、の大湯浮石層下からは、ほとんどが小片であったが、多くの弥生式土

器が出土した。第16図に拓本を示したむ

破片は{まとんどが小片であり、二類にわけられる。第一類は 1~3 で外部に朱塗がしてあり、

地文は細p斜縄文でi幅2mmの 2~3 条の平行沈静z と 1 条の連続山形文治f施されているものであ

るD あとの第二類は出土した大部分が撚糸を縦にころがした胸部の破片で、赤砲色、黄褐色を

呈している。 12は住居跡の上回から出土し、帯状に数条の撚糸が糸が縦方向に施文されており、

小坂×式に比定される。
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12 

j原田平遺跡第 2号性居跡埋土出土土器第 16図

その他の出土遺物IY 

;原田平遺跡で表採された石器

長さ 9.5cm、最大i幅4cmで、ある。刃部は欠損している c 柄の装着磨製石斧(第17図-1) 

によるものであろうかほぽ中央部分の表・裏・両側面にあらい問みがある。

縦形で長さは 7cm、最大幅は 2.4cmですある。控If面は三角形で片面のみ石七(第17図 2) 

細部の加工がされており、つまみ頭部方向よりはがされた剥片を加工している口

長さ 4.5cm、最大!揺が 3.5cmで、ある。

3が頁岩である。
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剥片石器(第17図 3) 

容石器の石質は lカ河ト岩、
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第 J7図 その他の出土遺物(I ) 

くご〉

鳥野露出住居跡出土土器

甑形土器(第17間-4) 口箆20.2cm、底

8.2cm、胸部下半はよく残っているが、口

六分のーし治三発見できなかった口

s 胎土 s 焼成〉 赤褐色を呈しており、

胎土は鍛密であり、焼成も良好で、ある口

〈器形・ 〉 無底の(季五であり、

ている。調整については、口禄部より下に!幅

2.5cmで、ヨコナデが施されており、その下方は

縦方向のシャープな幅 1~ 1. 2cmの刷毛目;1犬

痕が残っており、刷毛日がかなり重なりあっ

ている。内面のヨコナデは外面より下にくる

が、 その下方は横方向に山!申幅h隔話1.2cαcm符mで

痕が残されている O

ヨ
コ
ナ
デ

刷
毛
目
状
痕

をし
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第17図 その他の出土遺跡 (2)
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と め
鳥野遺跡検出遺構と出土遺物について

鳥野遺跡では、竪穴住居跡が 1軒検出された。四分の一程を発掘しただけであり、規模・平面

形は確認できなかったが、カマド周辺から多数の土器や土製品が出土した。カマド部分につ

いては、ひ袖部天井部を自然石で補強していること 0袖芯に土師器長腕饗形土器を利用してい

ること ο自然石土器底部を支脚に使用していること 0煙道部は地山をトンネル状に掘り込んで、

煙出し口を住居の外に設けていることなどが特徴的である。また出土遺物については、土師器

長腕翠形土器が多くや頭部に段をもつことや木葉痕が底部に残ることや調整は、胸部外面に縦

方向の刷毛白状痕を内面に横方向の刷毛白状痕を残し、口縁部をヨコナデしていることなど特

徴といえる Q またヘラミガキのある内黒土師器が出土してわり、また各種の土製品が出土して

いる。こうしたカマド・出土遺物は、県内では平鹿町下藤干関室跡第 1号・ 7号・ 8号住居跡に
j主(1)

類例がもとめられる。そうしたことから竪穴住民跡の年代は、 8C後半の奈良時代末と考えら

れる。なお調査区外の小竪穴遺構および、露出した住居跡からも同時期と考えられる土器が出土

しており、台地上には集落のある可能性が濃Po この時期に関連する周辺の遺跡としては、平

I 遺跡がある。

;原田平遺跡の検出遺構と出土遺物について

j原田平遺跡では、竪穴住居跡が 2軒検出された。カマド等遺存状態がきわめて良好であった。

住居跡の構築方法は、。平面形がほぼ方形を呈することや主柱穴が 4本でカマド側の 2

本が壁に接しており、住居跡中央に補助柱 l本をもつことやカマドの位置が東壁の南寄りにつ

いていることやカマドの構築方法は、壁をu字状に掘り込んでそのとにお色粘土で構築してい

ることり周濯がカマドの部分を除いてめぐることなど共通しており、同日寺期に存在したと考え

られる。出土造物は少なく、胎土に粗しミ砂が視入し、 「く J の字状に頭部がくびれる土師器護

形土器、回転糸切りで切り離された土師器杯などであった。竪穴住居跡の年代は10C後半から

llC初めの平安時代後半と考えられる。

大湯浮石j蓄と遺構との関連について

よぴ源問ヂ遺跡の竪穴住居跡の埋土1[1には大湯浮石層の岸いレンズ状の堆積があり、

こうした厚く堆積した場所には遺構の存在が考えられた。そうしたことから源問平遺跡では発

掘した地区の他に数ケ所大湯浮石層の浮いた場所があり、規模の大きい第 2号控穴住居跡を中

心に 5計ほどで集落を形成していたと推定される。大湯浮石層の年代は、 10C後半以降、
i主(2)

時代末と考えられる c

j主(1) 秋田県教育委員会 秋田時文化財調査報告書第39集「下藤般遺跡発掘調査報告J昭和51年

注(2) 平山次郎・市川賢一 11000年i誌のシラス洪水J 地質ニュースNo.140号 昭和41年

調査中、北海道大学林謙作氏よりご教示を得、参考となりました。末尾ながら感謝いたします。
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図版1

鳥野潰飾品策 矢印Iま露出した住居錫

五/・
砂・

S島野潰跡発副作業墨景
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全長 (よ)

カマド (下)



図版 3

烏野遺跡住居跡カマド

漬物出土状況

石の配量状況
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図版 4

局野1I跡住居跡カマド

土器と石の配置抹，JI.

中央に土骨量使用のま脚}

石の配置状況

懲遁と煙出しロ
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図版 5
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島野;置跡究儲状況

島野小竪穴遺4揖



図版 6
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図版 7

J 

涼田平遺跡第 1号住居跡

• . 
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埋土の状況 (写真左にカマド}



図版 8

. 

源国平遺跡
， 

第 1号住居跡カマド

カマド土碩の土層

カマト金a

優道部
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図版 9

源田平遺跡

第 1号住居跡カマド

燃焼部

‘輔4・
カマドの錨り方

ロの俊itした柱
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図版 10
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」里四平温fI第2号住居跡 住厩跡を..う大渇浮石庖
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埋土の状況
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図版 12

司P

源田平潰跡第2号住居跡カマ ド
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図版 13

深田平遺跡第2~号住居跡

カマド煙道部先端断面

カマド鋸り方

柱穴と捻書室跡
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図版 14
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図版 15

カマド者抽近〈より出土町内黒土師輯

韓摘み1l音洩t之総

10 

11 
鳥野遺跡第 1;号住居跡出土i量物(2)
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源国平遺跡第 1号住居紡出土漬物(1)
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図版 17
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砥 石

飯町

濠田平第 1骨住居跡出土遺物(2)
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図版 18

[f j 
源国平遺跡第2号住I!I餓出土遺物
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烏野露出住居跡世話蘭出土土器
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長、;も

図版 19

鳳野小笠穴遺構出土器

源問平遺跡表緩

弥生>t土鰐ー濠田平第2~往居跡埋土内出土と委緯
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外面

内面
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z
g

録商鍋.

1.土鏑器聾形土器麟邸中位外商 シャープtl:，産方向の脱毛自状痕

2.土節録.形土器ロ縁から廟都内面倹方向の席j毛白状復

(1、2は鳥野遺跡住居跡出土第 7図ー 1) 

3.ニt銃器建形土器筋書事下半外商 こまかい~J毛白状療

(鳥野遺都住怠齢出土自陣 7図-2) 

4. :t飾器質形土器服部上半内箇ヘラナデ疲と工具のあたり

(源田平遺跡第 1号住居跡出土第12図-3) 

-50-


	第49集 鳥野遺跡発掘調査報告書
	序
	例言
	目次
	Ⅰ 遺跡の立地と環境
	Ⅱ 発掘調査の概要 1．発掘調査にいたる経過 2．発掘調査の方法 
	3. 調査日誌
	Ⅲ 検出遺構と出土遺物 鳥野遺跡住居跡 出土遺物
	鳥野小竪穴遺構 出土遺物
	源田平遺跡第1号住居跡 出土遺物
	源田平遺跡第2号住居跡 出土遺物
	Ⅳ その他の出土遺物
	Ⅴ まとめ



